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物
流
一
一
法
の
施
行
か
ら

事
業
者
数
の
増
加
に
拍
車

が
掛
か
り
、
多
重
・
多
増

構
造
も
相
ま
っ
て
運
薑
下

落
に
歯
止
め
を
掛
け
ら
れ

で
卍
い
な
い
ト
ラ
ッ
ク
業

昂
労
働
環
境
の
同
上
な

ど
課
題
⑮
解
消
に
は
適
正

運
薑
の
収
受
が
前
提
で
あ

、
ノ
、
石
一
穴
」
Ｅ
一
．
ヨ
ー
ー
ー
ー
コ
ミ
、
‐
ノ
七
ｚ
ゴ
ー
。

』
が
い
か
な
い
交
通
事

‐
孔
凸
Ｄ
Ｊ
Ｕ
■

思
い
を
雪
安
帛

故
が
へ
皿
月
末
に
関

東
圏
の
あ
る
運
送
事

業
者
で
起
こ
っ
た
。

安
全
と
環
境
保
持
は

今
や
心
あ
る
事
業
者

で
あ
れ
ば
取
り
組
〃

で
い
る
が
、
同
社
で

は
「
ど
ん
な
に
気
を

付
け
て
い
て
も
、
事

故
も
起
き
る
」
と
の

「
気
の
毒
な
事
故

で
し
た
ね
」
１
１
。

そ
ん
な
一
一
一
一
一
目
で
片
付

け
ら
れ
る
の
は
納
得

界の悲願

三ifjiJの2章ス
:己了氏に絶賛

『
引
尹
」
・
凸
。
。
上
」
、
Ｉ
”
、
。

は
地
域
ご
と
に
追
限
も
下

．
１
■
 

２
法
）
が
ｎ
月
、
曰
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成

立
し
た
（
坦
月
２
曰
号
既

報
）
。
こ
の
改
正
法
成
立

の
立
役
者
の
１
人
が
、
ト

ラ
ッ
玄
業
界
麺
重
責
を
担

う
坂
本
克
己
氏
で
あ
る
Ｐ

タ
タ
シ
ル
の
運
鬘
設
定

、
Ｉ
β
●
》
可
『
『
引
田
１
０
グ
午
Ｉ
ｊ

運
濤
だ
け
の
競
争
が
姿
を

消
す
こ
と
に
な
り
、
規
制

強
化
に
進
ん
だ
形
だ
。

Ｊ
こ
れ
ま
で
タ
ク
シ
ー
業

界
で
は
、
平
成
、
年
、
月

に
「
タ
ク
シ
Ｊ
適
正
化
。

活
性
化
特
措
法
陰
が
成
立

し
が
都
市
部
な
ど
の
競
争

が
激
し
く
地
域
公
共
交
通

き
ぅ
す
ぐ
に
停
車
。
車
両

シ
ク
側
を
誤
認

事
故
は
、
早
朝
の
４
時
か
ら
降
り
て
倒
れ
た
《

半
こ
ろ
へ
走
行
し
て
い
た
イ
ク
と
運
転
者
を
見
｝

同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
パ
イ
と
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
声

ク
が
衝
突
し
た
と
い
う
も
ん
だ
。
そ
の
後
、
警
察
》

の
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
側
の
信
到
壱
し
た
が
「
被
害
者
》

号
は
黄
色
点
滅
で
、
パ
イ
重
篤
な
事
故
」
と
し
て

ク
側
が
赤
点
滅
ｑ
ト
ラ
ン
ラ
ツ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
〕

ク
は
確
認
し
た
う
え
で
時
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
て

遠
別
箭
瞬
以
下
で
ゆ
ｂ
く
恵
っ
厄
９
Ａ
‐
ん

Ｄ
と
走
行
し
て
い
た
と
こ
い
（
同
社
が
警
察
に
問
い
〈

ろ
、
バ
イ
ク
が
側
面
に
軽
ろ
と
、
逮
捕
さ
れ
←

雲も込んで萱だと鍛針争柑訊剴岨並旧燗
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
ク
の
運
転
者
は
入
院
、
｛

バ
ー
は
衝
突
音
に
気
が
付
培
ド
ラ
イ
バ
ー
ば
霞

込
・
，
／
『
０
，
１
ノ
険
蛇
口
。
｛
孕
・
▲
』
か
（
コ
ゴ
ヨ
ー
【
、
』

き
な
い
地
域
を
原
則
３
年

間
「
特
定
地
域
」
に
指
定

し
、
地
域
事
業
者
ら
で
構

成
す
る
協
議
会
冠
減
車
計

画
を
策
定
泣
冠
い
た
。
州
し

か
し
、
同
法
は
事
業
者
の

’
二
ｊ
Ｒ
ｊ
Ｊ
Ｊ
こ
う
蔓

さ
れ
て
拘
留
中
の

今
後
は
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
も
期
待

た

め
、

い
う
匿
題
を
抱
え
て
い
た

と
い
う
Ｐ
｛
ｊ

今
回
の
改
正
で
、
一
協
議

会
海
鎌
定
武
溢
事
業
隷
画

に
関
翫
る
む
の
は
諭
独
歯

禁
止
法
か
ら
除
外
さ
れ

ア
「
ソ
一
デ
｝
１
〔
Ⅱ
ン
、
、
』
プ
『
リ
ニ
ニ
恐
紅
出
一
、
『
（
一
＄
□
い
り
虹

だ
が
、
翌
曰
の
一
般
紙

に
同
社
の
事
故
が
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。

前
日
の
昼
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
釈
放
さ
れ
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
新
聞
で

実
際
に
ど
ん
な
事
故
だ
っ

た
の
か
同
社
で
は
何
も
把

握
で
き
ず
、
あ
ま
り
の
重

大
事
故
に
事
業
の
廃
止
も

考
え
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
後
、
事
犢

は
変
わ
っ
て
い
く
。
突
っ

逮
糯

が
、
今
回
へ
改
正
法
成
立

の
立
役
者
の
１
人
が
大
卜

協
会
長
へ
全
卜
協
副
会
長

な
ど
を
務
め
る
坂
本
氏
だ

厨
に
曰
吾
引
く
。

は
「
自
動
車
運
転
過
失
傷

害
容
疑
で
現
行
犯
逮
捕
」

と
住
所
と
本
名
を
載
せ
ら

れ
て
Ｕ
ま
っ
た
。

・
・
新
聞
１
紙
に
は
、
バ
イ

ク
が
直
進
中
に
左
か
ら
宋

の
方
と
い
う
こ
と
が
警
察

で
判
明
し
、
さ
ら
に
病
院

の
証
一
一
一
一
百
で
〈
救
急
車
で
運

ば
れ
て
き
た
時
に
バ
イ
ク

の
運
転
者
か
ら
相
当
の
酒

の
匂
い
が
し
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
「
早
朝
ま
で
酒

を
飲
ん
で
泥
酔
し
た
状
態

で
バ
イ
ク
に
乗
り
、
信
号

を
無
視
じ
て
一
時
停
止
す

る
こ
と
な
く
ト
ラ
ッ
ク
の

側
面
に
突
っ
込
ん
で
き

た
」
と
い
う
の
が
真
相

だ
っ
た
。
早
朝
の
逮
捕
後

に
、
だ
ん
だ
ん
事
情
が
わ

か
り
、
昼
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
は
釈
放
さ
れ
た
。

込
ん
で
き
た
の
は
バ
イ
ク

１
１
 

「
Ｉ

．
Ｉ
 

タ
ク
シ
ー
業
界
の
悲
願

だ
っ
た
改
正
法
成
立
に
こ

ぎ
蕾
け
た
だ
け
に
ト
ラ
ッ

ク
業
界
で
も
今
後
、
行
き

過
ぎ
た
規
制
緩
和
に
歯
止

め
を
掛
け
ら
れ
る
か
期
待

さ
れ
て
い
る
。（
山
田
克
明
）

た
ト
ラ
ッ
ク
と
ぶ
つ
か
つ

た
へ
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

側
面
衝
突
の
立
場
が
逆
に

書
か
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
側
に

薑
任
が
あ
る
か
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
重
濤
状
態
と

い
わ
れ
て
い
た
バ
イ
ク
の

運
転
者
は
、
泥
酔
し
て
い

た
こ
と
を
自
覚
し
て
か
、

４
曰
後
に
は
自
分
で
治
療

費
を
払
っ
て
無
理
や
り
退

院
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
本
人
は
ト
ラ
ッ
ク
側

に
何
も
請
求
し
な
い
と
い

う
不
自
然
な
結
果
と
な
っ

た
。事
実
関
係
が
は
っ
き
り

す
れ
ば
、
泥
酔
状
態
の
バ

イ
ク
が
赤
信
号
の
点
滅
を

無
視
し
て
一
時
停
止
も
せ

ず
、
ト
ラ
ッ
ク
の
側
面
に

当
た
っ
て
き
た
事
故
で
あ

り
、
過
失
割
合
も
１
０
０

対
ゼ
ロ
で
バ
イ
ク
側
の
全

面
的
な
薑
任
と
い
え
る
。

（
千
葉
由
之
）

界の悲願Ｍ：


